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脱カフェインコーヒー豆抽出物の糖質分解酵素阻害活性と

クロロゲン酸類の寄与

紙谷雄志、s 岩井和也，福永泰司，木村良太郎，中楠 理

UCC上島瑚珠株式会社R&Dセンター

In vitro Analysis on Inhibitory Activity of Amylolytic Enzymes in Deca百einated

Green Coffee Bean Extracts and Contributions of Chlorogenic Acids 

Yuji Kamitani ~， Kazuya Iwai， Taiji Fukunaga， Ryotaro Kimura and Osamu Nakagiri 

R & D Center， UCC Ueshima Coffee Co， Ltd.， 3-1-4 Zushi， Takatsuki-Shi， Osaka 569-0036 

( 28 ) 

Extract of deca仔巴inatedgreen coffee beans (EDGCB) was prepared by supercritical CO2 treatment and 

alcohol extraction and contained 38% (w /w) chlorogenic acids (CQAs， consisting of 8 kinds of chlorogenic 

acid isomers). The effects of CQAs in EDGCB on inhibitory contribution of amylolytic enzymes (α-glucosidase 

and αamylase) were examin巴din vitro. The activity of these amylolytic enzymes was inhibited dep巴nding
on the EDGCB concentration， and CQAs significant1y contribut巴dby 63.ト85.8%.Comparison of CQA isomers 

showed that inhibitory activities of di-caffeoylquinic acids (3，5-diCQA， 3，4-diCQA and 4，5-diCQA) were the 

strongest， followed by those of caff巴oylquinicacids (3-CQA， 5-CQA and 4-CQA) and feruloylquinic acids (5-

FQA and 4-FQA) inα-amylase and sucrase. 3，4-diCQA was the main active component in EDGCB for inhibiting 

maltase. The number of caffeoyl groups and the binding position for quinic acid significantly affect巴dthe 

inhibitory activity of CQAs. Th巴effectsof EDGCB on th巴inhibitoryactivity of α-GI (acarbose or voglibose) 

仇 vitroand on the postprandial blood glucose level wer巴next巴xaminedusing rats. Addition of EDGCB to 
the reaction mixture with a low concentration of α-GI showed additive inhibitory e釘ectsof巴ach巴nzyme.

Moreover， EDGCB prevented the increase in blood glucose level in vivo. These results suggest that EDGCB is 
useful for噌 preventionof postprandial hyperglycemia. (Received Nov. 13，2008; Accepted Mar. 6， 2009) 

Keywords: extraction， decaffeinated green coffee beans， chlorogenic acids， amylolytic enzyme， inhibitory activity， post-

prandial blood glucose 
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クロロゲン酸類は一般的に植物界に広く存在するポリ

フェノーjレ1)であり，桂茂酸誘導体(カフェ酸，フェルラ酸

等)とキナ酸のエステル化合物の総称である. コーヒ一生

豆はカフェオイルキナ酸 (CQA)，フェルロイルキナ

た報告があり，培煎コーヒー豆の熱水抽出物およびクロロ

ゲン駿3)などの糖質分解酵素陸害活性が研究されている.

しかし，コーヒー立抽出物に含まれるクロロゲン酸異性体

の阻害活性に対する総合的な寄与については未だ報告され

ていない.(FQA)，ジカフェオイルキナ酸 (diCQA)などのクロロゲ

ン駿類を多く含む食品として知られている 2)

近年， これらクロロゲン駿類の生理活性として血糖値上

昇抑制作用制，血圧改善作用6)6) 抗発癌作用7) 抗酸化作

用8)などが多数報告されており， その機能性が着目されて

いる.特に糖質分解酵素 (αーグルコシダーゼ， αーアミラー

ゼ)胆害による血糖値上昇抑制作用に関しては，ヤーコン9)

エンサイ 10) さつまいも(すいおう)11)，プロポリス抽出物12)

の関与成分として，クロロゲン酸異性体の寄与が示唆され

ている.一方， コーヒーは 2型糖尿病を予防する，1)といっ
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そこで本報告では，超臨界抽出によりデカフェ処理した

コーヒー豆抽出物の糖質分解酵素阻害について 8撞類の

クロロゲン酸異性体に着目した阻害活性への寄与を評価し

た.また，健康食品素材を開発する検証の一環として，コー

ヒー豆抽出物のラットにおける血糖値上昇抑制試験につい

ても併せて報告する.

実験方法

1. 実験材料

コーヒー豆抽出物は，コーヒ一生豆を超臨界抽出 (C02，

700C， 45 MPa)，アルコール抽出 (60%エタノール， 50
o
C， 
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1時間) した後， スプレードライにより乾屈した素材を実

験に用いた.コーヒ一生立はクロロゲン酸類含量の高いカ

ネフォーラ種・ロブスタである IndonesiaAP-lを原料と

して選定した.

2. クロロゲン酸類冨分の調製

クロロゲン酸類両分はコーヒー立抽出物から Sephadex

LH-20 (GEヘルスケアノてイオサイエンス(1'朱))カラムクロ

マトグラフィーでのメタノール/グラジエント溶出により

CQA， FQA画分と diCQA画分を分間し，分取HPLC(ジー

エルサイエンス(株)， PLC561)により 3-CQA，5-CQA， 4-

CQA， 5-FQA， 4-FQA， 3，5-diCQA， 3，4-diCQA， 4，5-diCQA 

のクロロゲン酸異性体を精製，調製した.

3. コーヒー豆抽出物中のクロロゲン酸類の定量

コーヒー豆抽出物中のクロロゲン酸類は HPLCを用いて

定量した. HPLCの分析条件は以下に示した.

検出器:紫外線分光光度計(ジーエルサイエンス(株))，カ

ラム Inertsil ODS-3 4.6 x 150 mm  (ジーエルサイエンス

(株))/40
0

C，移動相:(A) 0.2%酢酸/メタノールニ80/20，

(B)メタノール， グラジエント条件:0-50 min (A) 100-

55% (B) 0…45%， 50-60 min (A) 55% (B) 45%， 60-65 

min (A) 100% (B) 0%，検出波長:325nm，流速 1.0 

mL/min.検出されたピークは， ピーク面積法と換算値ω

(5-CQA : 1.00， 3-CQA : 1.07，ふCQA:1.07，ふFQA:1.04，4戸

FQA : 1.04， 3，5-diCQA: 0.9， 3，4-diCQA: 0.9， 4，5-diCQA 

0.9とする)に基づき定量した.

4. コーヒー豆抽出物およびクロロゲン酸類E分の酵素

阻害活性

(1) αークソレコシダーゼ間害活性

出口阿武らの方法H)15)を参考にして行った.ラット小

腸アセトン粉米 (SIGMA)2gに56mMマレイン酸緩衝液

(pH 6.0) 45 mLを加え均質イとした後，遠心分離 (5000rpm， 

20分， 40C)した上清を粗酵素液とした.なおマルターゼ反

応には 5倍希釈した組酵素液，スクラーゼ反応には粧酵素

をそのまま用いた.被験物質50ぃLに56mMマレイン酸
緩積液 (pH6.0) 50]1 L，組酵素液50]1L，基賓として 2%

マルトース溶液あるいは 2%スクロース溶液50]1L加え酵

素反応を行った (37
0

C，30分間).被験物質，基質溶液，酵

素液は緩衝液にて溶解した.マルターゼ活性反応液，スク

ラーゼ活性反応液は蒸留水800いし 200]1Lをそれぞれ加え

希釈し皮応を停止させた(沸騰水浴中， 10分間).その後，

クソレコースcnーテストワコー(和光純薬工業(株))を用い
て酵素反応に基づきクールコースを定量した. ポジティブコ

ントロールにグァパ葉抽出物(市販グァパ葉抽出物飲料の

凍結乾燥品)，アカルボース，ボグリボース (TorontoRe-

search Chemicals Inc.)を用いた.α…クザルコシダーゼ担害

活性の阻害率は下記の式より算出した.

αーグルコシダーゼ活性組害率(%)

((A B)-(C-D))/(A-B)X100 

A:検体を添加していない反応液の吸光度(コントロー

ル)， B:検体，酵素を添加していない反応液の吸光産

(ブランク)， C:検体反応j夜の吸光度， D:基質を添加し

ていない反応液の吸光度(検体ブランク)

(2) αアミラーゼ阻害活性

酵素反応は基質としてt-Nitrophenyl-α-D-maltoside(G2 

ρNP)(SIGMA)を用い，加水分解によるρNitrophenolを

吸光震405nmで経時的に制定した.被験物貿 10ぃLに20
mMリン酸緩衝液 (pH7.0) で 10倍希釈した豚醇臓由来

αアミラーゼ溶液 (SIGMA)20]1L， 20 mMリン酸緩衝液

(pH 7.0)を 160μL加え，プレインキュベーション (350C，

30分間)した後， 20 mM  Gz-tNPを 10]1L加え酵素皮応を

行った (35
0C，60分間).コントロール溶液の傾きを相対活

性 100%として，検体皮応液の傾きから相対活性を求め

た.ポジティブコントロールにグァパ葉抽出物，アカル

ボースを用いた.α アミラーゼ阻害活性の阻害率は下記の

式より算出した.

αーアミラーゼ活性阻害率(%) (A B) / A X 100 

A:コントロール溶液の吸光度の傾き

B:検体反応液の吸光度の傾き

(3) クロロゲン酸類の糖質分解酵素閉害活性への寄与

クロロゲン酸類画分のコーヒー立抽出物への阻害活性寄

与率はコーヒー立抽出物の阻害活性IC印鑑を 100%とし，

[コーヒー豆抽出物の IC50値]x [コーヒー豆抽出物中のク

ロロゲン酸類含有量(%)] / [クロロゲン酸類圃分の IC50

として算出した16)

5. 経口糖尿病薬α胴GI剤(アカルボース，ボグリボース)

の糖質分解酵素阻害活性への影響

出口らの方法17)に準じて行った.α…ク、、ルコシダーゼ阻害

活性において，アカルボース(マルターゼ:0.23， 6.4]1g/mL， 

スクラーゼ:2.7， 63ぃg/mL)およびボグリボース(マル
ターゼ，スクラーゼ:0.11， 0.44]1g/mL)に文すし，コーヒー

豆抽出物の終濃震が0.1， 0.5， 1.0および1.5mg/mLとな

るように調製，反応液に混合し， 4 (1)に示した方法で試験

を行った. またαアミラーゼ姐害活性においても同様に，

アカルボース (60，180μg/mL)に対し同濃度のコーヒー

豆抽出物を混合し， 4(2)に示した方法で試験を行った.

6. ラットを用いた糖質(スクロース，マルトース)負

荷試験

(1) 実験動物

生後6週齢の雄性ラット (SPF，SD系)を 7日開閉11化後，

試験に用いた (7週齢 6匹/群). 

(2) 糖質(スクロース，マル卜ース)負荷試験

スクロースおよびマル卜ース溶液は 200mg/mLとなる
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Table 1 Chlorogenic acids content of EDGCB 

Cont巴nt(% w/w) 

3-CQA 5.12 

5-CQA 14.8 

ふCQA 7.03 

5-FQA 3.84 

4-FQA 1.29 

3，5-diCQA 1.59 

3，4-diCQA 2.10 

4，5-diCQA 3.04 

CQA， FQA 32.1 

diCQA 6.73 

EDGCB : Extract of decaffeinated green coffee b巴ans

ように調製し，被験物壁を溶解して被験物質j容液とし

た14)18) 被験物質は 16.7，50および 150mg/mLとなるよ

うにj容解した.16時間以上絶食させたラットに対し，各被

験物質j容液を 10mLlkg強制経口投与した(スクロース負

荷試験:低用最 167mg/kg，中用量500mg/kg，高用量1

500mg/kg，マルトース負荷試験:中用量500mg/kg).被

験物質溶液の投与前，投与30，60， 120分後に尾静脈から

採血を行い，小型自糖値測定器 グルテストエース((株)

三和化学研究所)を用いて血糖値を測定した.

(3) 統計処理

得られた数値は各群において平均髄および標準編差で示

し，一元配量分散分析を行い，有意な場合はさらに多重比

較 (Tukey-Kramer法)により平均値の比較を行った.有

意水準は危険率5%および 1%とした.

実験結果および考察

l コーヒー豆抽出物のクロロゲン酸類と組害活性への

寄与

コーヒー立抽出物のクロロゲン酸類含有量は CQA，FQA 

として 32.1%， diCQAとして 6.73%であり，合計38.8%

であった.最も高含有のクロロゲン駿異性体はらCQAで

あり 04.8%)，その{也， 3-CQA 5.12%， 4-CQA 7.03%， 5-FQA 

3.84%， 4-FQA 1.29%， 3，5-diCQA 1.59%， 3，4-diCQA 2.10% 

および 4，ふdiCQA3.04%であった (Table1).コーヒー豆

抽出物 100g (水分 3.1gを含む)中には， クロロゲン酸類

以外の成分として，タンパク質 10.4g，灰分 10.2g，食物繊

椎 2.2g，脂質0.2gおよびカフェイン 0.003gを含んでいた

(日本食品分析センターに分析依頼:分析試験報告書 第

206110333号)• 

これらクロロゲン酸類を含むコーヒー豆抽出物のマル

ターゼ阻害活性 (a)，スクラーゼ問害活性 (b)およびαーア

ミラーゼ間害活性 (c)は，コーヒー豆抽出物の濃度依存的

な阻害活性を示した (Fig.1).その関与成分として示唆さ

れるクロロゲン酸類画分にも陸害活栓が認められ，コー

ヒー豆抽出物の阻害活性に CQA，FQA画分と diCQA画

分がほぼ同等に寄与していることが分かった(スクラーゼ

43.1% (IC叩:1.01 mg/mL)， 35.1 % (IC50: 0.260 mg/mL)， 

αーアミラーゼ、40.1%(IC5o・0.182mg/mL)， 45.1% (IC50: 

0.034 mg/mL)).一方，マルターゼ阻害作用については

CQA， FQA画分， diCQA画分の回害活性に対する寄与は

それぞれ 14.9%(IC50・0.808mg/mL)， 56.7% (IC50・0.044

mg/mL)であり， diCQA画分は CQA，FQA画分の約4

倍の寄与であった (Table2). 

さらに 8種類のクロロゲン酸異性体別に租害活性への寄

与を比較すると，スクラーゼ， αーアミラーゼでは 5-CQA

が最も高く， コーヒー豆抽出物の阻害活性に寄与する成分

であった 09.9%，23.3%). 5-CQAはコーヒー豆抽出物の

主成分として含有されており，培煎コーヒー豆の熱水抽出

物による既報:3)と一致するものであった. マルターゼ阻害

作用については，コーヒー豆抽出物中にわずか 2.10%しか

含有されていない 3，4-diCQAの寄与が39.8%と顕著に高

いことが確認された CTable2). 3，4-diCQAは寺田らが報

告するようにジカフェオイルキナ酸の中でもマルターゼに

特異的， かっ強力な阻害活性を有する成分でありへ コー

ヒー豆抽出物，特に diCQA画分の主要な阻害活性成分と

して寄与したものと考えられる.近年， 3つのカフェオイ

ル基を有するカフェ駿誘導体として， トリカフェオイルキ

ナ駿 (3ム5-triCQA)がさつまいも(すいおう)11)やプロポ

リス抽出物12)から単離され，さらに強力なα グルコシ

ダーゼ阻害活性を有することが報告されている.本結果か

らもクロロゲン酸類における糖質分解酵素の阻害活性は，

diCQA (3，5-diCQA， 3，4-diCQA， 4，5-diCQA)>>CQA (3“CQA， 

5-CQA，4・CQA)>FQA (5田FQA，4-FQA)となり，キナ酸

に結合するカフェオイル基数と共に結合部伎にも依存する

こと，またフェルロイル基よりカフェオイル基が強く担害

活性に作用することが，ヤーコン，すいおうなどの捕物抽

出物の報告と併せて推察された.以上の結果を踏まえると，

コーヒー豆抽出物の糖震分解酵素の姐害活性には CQA，

FQA， diCQAなど8種額のクロロゲン酸異性体が 63.1-

85.8%と高く総合的に寄与することが示唆された.本研究

で用いたコーヒー豆抽出物は超臨界抽出により，カフェイ

ン，脂質がほぼ除去されている(カフェイン:0.03%，脂質.

0.2%). また， クロロゲン酸類以外の成分としてタンパク

質，食物繊維等が含まれるが，クロロゲン駿類が約40%と

主成分であること，かっ阻害活性に高い寄与を示したこと

から， これらクロロゲン酸類以外の成分の寄与は極めて小

さいものと考えられた.

2. コーヒー豆抽出物による経口糖尿病薬α綱引斉Ij(ア

カルボース，ボグリボース)の阻害作用への影響

必 GI剤(アカルボース，ボグリボース)はインスリン分

泌縮抱である枠臓β細抱に直接作用せず，小腸での消化吸

収を遅延させ，食後血糖値の上昇を抑制する薬剤として，
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Fig. 1 Inhibitory effects of EDGCB and α-GI on Maltase， Sucrase and α-Amylase activity 

Table 2 The comparison of contribution ratio and inhibitory activitiy of amylolytic enzymes 

Maltase Sucrase α-Amylase 

IC田 (mg/mL) Contribution (%) IC50 (mg/mL) Contribution(%) IC50 (mg/mL) Contribution(%) 

EDGCB 0.374 l.36 0.228 

CQA， FQA fraction 0.808 14.9 l. 01 43.1 0.182 40.4 

diCQA fraction 0.044 56.7 0.260 35.1 0.034 45.1 

3-CQA 0.816 2.35 0.986 7.04 0.168 6.95 

5-CQA 0.799 6.94 l. 01 19.9 。町145 23.3 

ιCQA 0.814 3.23 0.980 9.73 0.162 9.87 

5.FQA 2.99 l.03 l.89 2.75 0.486 l.80 

4.FQA 3.16 0.33 l. 90 0.92 0.445 0.66 

3，5-diCQA 0.252 2.24 0.342 6.31 0.050 7.29 

3，4-diCQA 0.020 39.8 0.243 11.7 0.027 17.6 

4，5-diCQA 0.158 7.18 0.296 13.9 0.038 18.3 

CQAs 63.1 72.3 85.8 

IC50 : Concentration which inhibits amylo1ytic enzyme activity to 50% 
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J1;く臨床で応用されているω. そこで今回， コーヒー豆抽

出物を健康食品素材としてα心I剤と併用する場合を考慮

に入れ，in vitroにてα-GI剤の糖質分解酵素阻害効果に対

するコーヒー豆抽出物の影響を評価した.その結果， コー

ヒー豆抽出物は約 50%の姐害活性を示すα-GI剤との共存

下において，添加量に伴う相加的な抑制効果を示した.一

方，阻害活性が錨和する高濃度の薬剤量では，相加効果は

認められなかった (Table3).これら α-GI剤の阻害活性に

対するコーヒー豆抽出物の影響は，既報のグァパ葉抽出物

による影響14)と一致しており， α心1剤!と類似した作用機

序であることが推測される.また効果量より低い薬剤量に

対して，コーヒー豆抽出物が併用効果をもたらす可能性も

示唆された.

3. 糖質(スクロース，マル卜ース)負荷試験における

コーヒー宣抽出物の影響

ラットへのスクロース負荷試験では， コーヒー立抽出物

は低用量群(167mg/kg)，中用量群 (500mg/kg)および

高用量群 0500mg/kg)の聞で用量依存的に投与30分後

の血糖値の上昇を有意に抑制した (Fig.2). 血糖値上昇抑

制作用を有する食品素材であるグァパ葉抽出物，月見草抽

出物は 500mg/kg投与の結果，スクロース負荷後の血糖

値上昇を有意に抑制することが報告されている)，))16) 今回，

コーヒー豆抽出物はこれら食品素材と同用量投与によっ

て，スクロース負荷後の血糖鰻上昇の抑制jが認められた.

したがって， コーヒー立抽出物 500mg/kgの南量は機能

性食品素材としての有効性を判断するにあたって問題のな

い用量であると思われた.

次にコーヒー豆抽出物の中用量群 (500mg/kg) にてマ

ルトース負荷試験を実施したところ，投与30分， 60分後

の鼠糖植の上昇を有意に抑制した (Fig.3). しかし，その

血糖値上昇抑制作用はスクロース負荷時と間程震であり，

Jη vitroでのマルターゼ題害活性ほど明確な顕著性は認め

られなかった. この原因について詳細は不明であるが，フ

ラボノイド成分であるルテオリンがその例として挙げられ

るように invitroの評価系にて膜結合型酵素である αグ

ルコシダーセ、を遊離αグルコシダーゼとして回害活性を

評価した場合，実際の腸管での組害挙動とは異なるため，

in vivoの評価系では十分に反映されない場合がある20) ま

た， コーヒー立抽出物のマルターゼ，スクラーゼおよびア

ミラーゼ阻害活性において， CQA， FQAとdiCQAの寄与

割合がそれぞれ大きく異なっており， これらがinvitroと

仇 vivoの結果が直結しなかった原因の一つではなL、かと

考えられる. クロロゲン酸類の種類によっても血糖値上昇

抑制作用への作用機序が異なる可能性が考えられるため，

in vivoにてクロロゲン酸異性体別の評価が必要と考える.

クロロゲン酸類の血糖値上昇抑制作用に関する作用機序

には，今回検証した糖質分解酵素の阻害作用の他に，腸管

における Na~ 依存型グルコース輸送阻害作用ヘ仇 vitro

Table 3 Inhibition of Maltase， Sucrase， and α-Amylase 

activity by α-GI and EDGCB mixture 

Maltase activity 

α-G1 and EDGCB Inhibition (%) 

Acarbose 0.23μg/mL 48.2 
Acarbose 0.23 Jl g + EDGCB 0.1 mg/mL 56.0 
Acarbose 0.23μg十EDGCB0.5mg/mL 67.7 
Acarbos巴0.23Jlg+EDGCB1.0mg/mL 74.8 
Acarbose 0.23 Jl g + EDGCB 1. 5 mg/mL 79.2 

Acarbose 6.4Jlg/mL 81.2 
Acarbose 6.4Jlg+EDGCB O.lmg/mL 83.0 
Acarbose 6.4ぃg+EDGCB0.5mg/mL 85.7 
Acarbose 6.4Jlg+EDGCB 1.0mg/mL 87.2 
Acarbose 6.4ドg-トEDGCB1.5 mg/mL 87.9 

Voglibose 0.11ぃg/mL 49.9 
Voglibose 0.11μg+ EDGCB 0.1 mg/mL 63.7 
Voglibose 0.11ぃg+EDGCB 0.5 mg/mL 78.4 
Voglibose 0.11ぃg+EDGCB1.0mg/mL 85.1 
Voglibose O.11ぃg十EDGCB1.5 mg/mL 89.3 

Voglibose 0.44μg/mL 81.4 
Voglibos巴0.44ぃg十EDGCB0.1 mg/mL 86.2 
Voglibos巴0.44ぃg+EDGCB 0.5 mg/mL 90.1 
Voglibos巴0.44μg十EDGCB1. 0 mg/ mL 91. 7 
Voglibose 0.44μg+ EDGCB 1. 5 mg/mL 93.2 

Sucras巴activity

α-GI and EDGCB Inhibition (%) 

Acarbose 2.7μg/mL 51.0 
Acarbose 2.7μg+ EDGCB 0.1 mg/mL 59.5 
Acarbose 2.7ぃg+EDGCB0.5mg/mL 70.1 
Acarbose 2.7ぃg+EDGCB1.0mg/mL 75.0 
Acarbose 2.7ぃg+EDGCB1.5mg/mL 79.6 

Acarbose 63Jlg/mL 82.3 
Acarbose 63μg十EDGCB0.1 mg/mL 84.8 
Acarbose 63Jlg+EDGCB 0.5mg/mL 86.5 
Acarbose 63Jlg十EDGCB1.0 mg/mL 87.7 
Acarbose 63Jlg+EDGCB 1.5mg/mL 88.6 

Voglibose 0.11ぃg/mL 53.9 
Voglibose 0.11ぃg+EDGCB 0.1 mg/mL 63.0 
Voglibose 0.11ぃg+EDGCB0.5mg/mL 72.1 
Voglibos巴0.11μg十EDGCB1.0 mg/mL 76.0 
Voglibose 0.11μg+EDGCB 1.5mg/mL 81.4 

Voglibose 0.44ぃg/mL 81.9 
Voglibose 0.44ぃg+EDGCB 0.1 mg/mL 85.3 
Voglibose 0.44ぃg+EDGCB0.5mg/mL 86.8 
Voglibose 0.44ぃg+EDGCB 1. 0 mg/mL 88.0 
Voglibose 0.44ぃg+EDGCB1.5mg/mL 88.9 

α-Amylase activity 

α.GI and EDGCB Inhibition (%) 

Acarbose 60ぃg/mL 53.3 
Acarbose 60ぃg+EDGCB 0.1 mg/mL 67.7 
Acarbose 60μg+ EDGCB 0.5 mg/mL 73.3 
Acarbose 60pg+EDGCB 1.0mg/mL 86.6 
Acarbose 60pg十EDGCB1.5mg/mL 91.4 

Acarbose 180μg/mL 89.9 
Acarbose 180ぃg十EDGCB0.1 mg/mL 93.8 
Acarb口se180ぃg+EDGCB0.5mg/mL 97.7 
Acarbose 180μg + EDGCB 1. 0 mg/mL 98.6 
Acarbose 180ぃg十EDGCB1. 5 mg/ mL 98.7 
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Fig. 3 Effect of EDGCB on blood glucose levels in maltose 

(2 g/kg)-loaded rats 

mean土S.D.(ηニ 6)Different letters are significantly differ-

ent. (P< 0.05) 

Control 司-<>-・

Fig. 2 Effect of EDGCB on blood glucose levels in sucrose 

(2 g/kg)-loaded rats 

mean土S.D.(n=6) Different letters are significantly differ-

ent. (P< 0.05) 

用を示し，糖尿病予防効果のある健康食品素材としての可

能性が示唆された.
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約

本研究は，超臨界抽出により脱カフェイン処理したコー

ヒー立抽出物の糖質分解欝素阻害と，その主成分であるク

ロロゲン酸異性体の寄与， さらにラットによる糖質負碍後

の血糖値上昇抑制作用について検討した.

(1) コーヒー豆抽出物のクロロゲン酸類含有量は 38.8%
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:糖質分解酵素の租害活性に 63.1-85.8%寄与することが確

認された.

(2) クロロゲン酸異性体の陸害活性はジカフェオイルキ

ナ酸が最も強く， 111買にカフェオイルキナ酸，フェルロイル

キナ酸であった.その祖害活性にはカフェオイル基がフェ

ルロイル基より強く作用し，カフェオイル基数と共にキナ

酸への結合部位も重要であることが推察された.

(3) コーヒー豆抽出物はαGI剤(アカルボース，ボグ 1)

ボース)と類似した作用機序を示し，効果量より低いαGI

剤量に対して，相加的な併用効果があることが推測された.

また， αーグルコシダーゼ詰寄を介した血糖{直の上昇抑制作
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